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』
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者
の
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は
じ
め
に

『
大
和
三
位
入
道
宗
恕
家
乗
』
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
が
所
蔵
す
る
、
中
世

の
武
家
故
実
に
関
す
る
一
巻
の
史
料
で
あ
る
。

先
に
筆
者
は
、
同
じ
く
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
が
所
蔵
す
る
武
家
故
実
書
『
出
陣

次
第
』
を
マ
ル
ク
ス
・
リ
ュ
ッ
タ
ー
マ
ン
氏
と
共
に
紹
介
し
た
）
1
（

。
こ
の
種
の
故
実
書

は
、
理
解
が
困
難
な
部
分
や
、
荒
唐
無
稽
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
部
分
も
少
な
く
な
い

が
、し
か
し
当
時
の
武
家
に
と
っ
て
重
要
な
関
心
事
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、

「
武
士
と
は
何
か
」
を
考
え
る
上
で
、
ひ
と
つ
の
有
用
な
材
料
で
あ
る
。

こ
の
『
大
和
三
位
入
道
宗
恕
家
乗
』
は
、『
大
日
本
史
料
）
2
（

』
に
も
一
部
が
引
用
さ

れ
る
な
ど
、
早
く
か
ら
知
ら
れ
た
史
料
で
あ
り
、
著
者
の
大
和
宗
恕
に
つ
い
て
は
、

既
に
国
文
学
の
伊
藤
正
義
氏
）
3
（

、中
世
史
の
古
川
元
也
氏
）
4
（

に
よ
る
研
究
が
あ
る
。
ま
た
、

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
で
は
、
新
収
蔵
品
展
「
文
書
と
記
録
」（
一
九
九
二
年
）、
お

よ
び
企
画
展
示
「
武
士
と
は
な
に
か
）
5
（

」（
二
〇
一
〇
年
）
に
お
い
て
展
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
全
文
が
紹
介
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
た
め
、
今
後
の
研
究
に

資
す
る
た
め
に
改
め
て
紹
介
し
、
翻
刻
を
掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

一
大
和
三
位
入
道
宗
恕
に
つ
い
て

ま
ず
、
作
者
の
大
和
宗
恕
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
、
伊
藤
・
古
川
両
氏
の
研
究
を

ふ
ま
え
て
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

大
和
氏
は
、
古
川
氏
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、『
永
享
以
来
御
番
帳
』
以
下
七
種
の
室

町
幕
府
の
番
帳
・
役
人
付
類
に
、
す
べ
て
四
番
組
に
一
群
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
お
り
、

『
永
禄
六
年
諸
役
人
附
』
に
は
、
大
和
宗
恕
本
人
で
あ
る
「
大
和
宮
内
大
輔
晴
完
」

の
名
も
見
え
る
。
遡
れ
ば
、
文
和
四
年
（
一
三
五
五
）
の
『
足
利
尊
氏
近
習
馬
廻
衆

一
揆
契
状
）
6
（

』
に
も
「
や
ま
と
氏
政
」「
や
ま
と
の
弥
太
郎
政
行
」
が
見
え
て
い
る
の
で
、

直
接
の
系
譜
関
係
は
不
明
な
が
ら
、
大
和
氏
は
、
早
く
か
ら
足
利
将
軍
に
近
侍
す
る

武
士
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

大
和
宗
恕
に
つ
い
て
は
、『
大
日
本
史
』慶
長
九
年（
一
六
〇
四
）正
月
一
一
日
条「
故

足
利
義
晴
ノ
臣
大
和
宗
恕
没
ス
」の
項
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る『
言
経
卿
記
』が「
百
六

歳
歟
」と
し
て
お
り
、こ
れ
に
よ
れ
ば
生
年
は
明
応
八
年（
一
四
九
九
）と
な
る
。「
足

資
料
紹
介
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利
義
晴
ノ
臣
」
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、『
萩
藩
閥
閲
録
』（
巻
六
五
大
和
四
郎
左
衞
門
）

に
「
足
利
義
晴
時
代
申
次
役
勤
候
」
と
あ
る
の
に
基
づ
い
た
と
思
わ
れ
、
実
際
の
幕

府
出
仕
は
そ
れ
よ
り
早
い
と
思
わ
れ
る
し
、『
永
禄
六
年
諸
役
人
附
』
に
申
次
と
し

て
見
え
る
の
で
、
義
輝
に
も
同
様
に
仕
え
て
い
る
。
古
川
氏
が
紹
介
さ
れ
た
、
天
文

二
〇
年
（
一
五
五
一
）
一
二
月
一
一
日
付
の
足
利
義
藤
御
内
書
）
7
（

で
は
、義
藤
（
義
輝
）

は
「
当
家
御
護
日
取
等
巻
物
数
十
同
二
巻
」
を
披
見
し
判
形
を
加
え
て
い
て
、
義
輝

か
ら
軍
配
者
・
故
実
家
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
う
か
が
え
る
。

『
言
継
卿
記
』
の
永
禄
八
年
（
一
五
六
五
）
一
二
月
二
五
日
条
に
は
「
大
和
宮
内

大
輔
入
道
宗
恕
」
と
見
え
る
の
で
、
こ
の
こ
ろ
薙
髪
し
て
「
宗
恕
」
を
名
乗
っ
た
と

思
わ
れ
、「
三
位
」
に
つ
い
て
は
、『
萩
藩
閥
閲
録
』（
巻
一
一
八
大
和
忠
左
衞
門
）
が
、

同
年
四
月
二
六
日
付
の
、「
源
朝
臣
晴
完
」を
従
三
位
に
叙
す
口
宣
案
を
載
せ
て
い
る
。

室
町
幕
府
崩
壊
後
は
、
医
療
な
ど
を
行
な
い
つ
つ
、
故
実
家
と
し
て
、
ま
た
謡
な

ど
に
詳
し
い
文
化
人
と
し
て
活
躍
し
、
子
の
秀
国
は
毛
利
家
に
仕
え
て
、
宗
恕
も

九
九
歳
に
し
て
安
芸
に
下
向
も
し
て
い
る
。

二
『
大
和
三
位
入
道
宗
恕
家
乗
』に
つ
い
て

古
川
氏
が
既
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
影
写
本
は
、

明
治
一
九
〜
二
〇
年
（
一
八
八
六
〜
八
七
）
に
京
都
の
田
中
勘
兵
衛
蔵
本
を
写
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
は
一
九
九
〇
年
に
単
品
と
し
て
購
入
し
て

お
り
、
田
中
勘
兵
衛
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
い
っ
た
ん
外
に
出
て
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
田
中
勘
兵
衛
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
大
部
分
を
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
が
収

蔵
し
て
「
田
中
穣
氏
旧
蔵
典
籍
古
文
書
」（
通
称
田
中
本
）
と
な
っ
て
お
り
、
先
に

紹
介
し
た
『
出
陣
次
第
』
も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
に
関
し
て

も
田
中
本
の
中
に
関
連
資
料
は
な
く
、共
に
単
品
で
収
集
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
種
の
故
実
書
が
、
関
心
を
持
つ
人
々
の
間
を
単
独
で
移
動
し
て
い
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。

名
称
に
つ
い
て
は
、
巻
子
の
外
題
に
『
大
和
三
位
入
道
宗
恕
家
乗
』
と
あ
る
こ
と

に
よ
っ
て
お
り
、
当
初
の
も
の
で
は
な
く
、「
家
乗
」
と
す
る
の
も
必
ず
し
も
適
当

で
は
な
い
が
、
す
で
に
通
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
に
従
っ
た
。

内
容
お
よ
び
書
か
れ
た
時
期
は
、
大
き
く
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

①
大
和
家
の
歴
史
と
功
績
〔
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
四
月
一
六
日
奥
書
〕

②
豊
臣
秀
次
か
ら
の
下
問
へ
の
回
答
〔
文
禄
四
年（
一
五
九
五
）四
月
二
三
日
奥
書
〕

③
そ
の
他
の
故
実
に
関
す
る
記
述
〔
文
禄
五
年（
一
五
九
六
）正
月
一
四
日
奥
書
他
〕

ま
ず
①
の
大
和
家
の
歴
史
と
功
績
だ
が
、
家
伝
と
し
て
叙
述
し
て
い
る
の
は
、
主

に
足
利
尊
氏
、
義
詮
、
義
満
に
仕
え
た
と
さ
れ
る
大
和
秀
政
と
そ
の
父
日
向
右
京
大

夫
に
関
す
る
こ
と
で
あ
り
、
尊
氏
に
取
り
立
て
ら
れ
「
大
和
」
の
姓
を
与
え
ら
れ
、

太
現
（
太
元
帥
）
明
王
像
の
御
護
を
持
っ
て
、
九
州
多
々
良
浜
の
合
戦
や
、
山
名
氏

の
明
徳
の
乱
な
ど
に
お
い
て
、
合
戦
の
日
取
り
等
を
占
っ
た
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
大
和
の
娘
「
さ
ぬ
」
が
尊
氏
の
御
台
、義
詮
の
母
と
な
っ
た
と
す
る
な
ど
、

室
町
幕
府
崩
壊
後
で
あ
る
故
に
可
能
と
な
っ
た
創
作
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
叙
述

も
多
い
が
、
自
ら
の
家
の
過
去
に
つ
い
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
の
歴
史
認
識
と
し
て

は
興
味
深
い
。
伊
藤
正
義
氏
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
足
利
将
軍
家
に
「
治
世
・
誠
剣
」

と
い
う
重
代
の
太
刀
が
あ
る
こ
と
は
『
明
徳
記
』
な
ど
に
も
見
え
、
ま
た
二
銘
の
太

刀
を
地
蔵
菩
薩
か
ら
賜
る
話
は
、
大
和
家
が
檀
那
と
な
っ
て
い
た
壬
生
寺
の
縁
起
）
8
（

に

見
え
て
い
て
、
当
時
存
在
し
た
言
説
を
取
り
込
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
後
、
叙
述
は
い
き
な
り
自
ら
の
代
に
移
り
、
天
正
年
間
、
誠
仁
親
王
（
陽
光

院
）
に
太
現
法
を
伝
授
し
「
気
」
を
見
て
凶
事
を
予
言
し
た
こ
と
な
ど
の
功
績
を
語

っ
て
い
る
。

以
上
の
部
分
は
、
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
四
月
一
六
日
の
奥
書
か
ら
、
梶
井
宮

へ
見
せ
る
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
が
、
宗
恕
は
こ
の
頃
、
山

科
言
経
に
新
た
な
系
図
を
作
ら
せ
て
お
り
）
9
（

、
古
川
氏
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、「
自
家

の
地
位
向
上
運
動
の
集
大
成
」
を
行
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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次
に
②
の
豊
臣
秀
次
の
下
問
へ
の
回
答
だ
が
、
こ
れ
は
伊
藤
氏
が
詳
し
く
述
べ
て

い
る
よ
う
に
、
宗
恕
は
謡
本
の
収
集
家
、
謡
の
権
威
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
文
禄

四
年
（
一
五
九
五
）
に
関
白
秀
次
が
謡
本
百
番
の
注
釈
を
道
々
の
専
門
家
に
命
じ
た

際
）
10
（

、
宗
恕
は
大
元
軍
配
に
関
わ
る
事
項
の
担
当
と
し
て
こ
れ
に
加
わ
っ
て
い
る
。
宗

恕
の
注
釈
と
謡
と
の
関
係
は
、
伊
藤
氏
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

一
よ
ろ
ひ
ひ
た
ゝ
れ
の
事
―
『
柏
崎
』

一
む
ら
さ
き
す
そ
こ
の
事
―
『
八
島
』

一
甲
冑
と
ハ
―
『
八
島
』

一
時
の
声
の
事
―
『
八
島
』

一
白
旗
の
事
―
『
頼
政
』

一
幕
の
事
―
『
紅
葉
狩
』

内
容
的
に
特
に
興
味
深
い
の
は
「
時
（
鬨
）
の
声
」
の
項
で
、「
時
を
つ
く
る
」

と
い
う
の
は
軍
神
勧
請
の
た
め
に
上
げ
る
声
で
あ
り
、
敵
を
破
っ
た
時
に
勧
請
し
た

神
を
送
る
声
が
「
勝
ち
時
」
で
あ
る
、と
説
明
し
て
い
る
。『
出
陣
次
第
』
に
も
、「
軍

神
勧
請
」
の
項
と
「
時
の
声
」
の
項
が
並
ん
で
お
り
、
共
通
す
る
認
識
が
あ
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
）
11
（

。

ま
た
、
幕
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
神
を
勧
請
し
、
そ
の
主
を
守
る
も
の
で
、

多
く
の
故
実
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、『
出
陣
次
第
』な
ど
の
他
の
故
実
書
も
、

幕
に
つ
い
て
は
重
視
し
て
お
り
、
武
士
に
共
通
す
る
心
性
が
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ

る
。最

後
の
③
そ
の
他
の
故
実
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
脈
絡
で
こ
こ
に
加
え
ら
れ

た
の
か
定
か
で
な
い
。
着
物
の
折
り
方
な
ど
に
関
す
る
「
へ
り
入
り
ノ
事
）
12
（

」
は
、
文

禄
五
年
（
一
五
九
六
）
正
月
一
四
日
の
宗
恕
に
よ
る
奥
書
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
後
は

奥
書
は
な
く
、
主
に
旗
の
制
作
に
関
わ
る
寸
法
な
ど
に
つ
い
て
の
故
実
を
列
挙
し
て

い
る
。

最
後
に
形
状
と
料
紙
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
二
〇
紙
を
貼
り
継
い
で
一
巻
と
し
、

紙
背
に
は
、
文
禄
三
年
・
四
年
（
一
五
九
四
・
九
五
）
の
手
書
き
の
仮
名
具
注
暦
、

書
状
案
、
和
歌
・
連
歌
な
ど
が
見
え
、
表
1
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
第
一
紙
か
ら

第
一
〇
紙
は
、
紙
の
中
央
に
折
り
目
が
あ
る
た
め
、
冊
子
の
暦
を
解
体
し
て
用
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
、
そ
れ
に
第
一
一
紙
〜
一
五
紙
の
書
状
案
な
ど
を
貼
り
継
ぎ
、
さ
ら

に
第
一
六
紙
〜
二
〇
紙
の
寸
法
の
短
い
書
状
断
簡
な
ど
を
貼
り
継
い
で
い
る
。
内
容

的
に
も
、第
一
六
〜
二
〇
紙
は
旗
の
制
作
や
寸
法
に
関
す
る
独
立
し
た
内
容
で
あ
り
、

筆
跡
も
そ
れ
ま
で
の
部
分
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
全
体
に
、
紙
や
書
き
方
か
ら
見
て

も
、
あ
ま
り
丁
寧
な
写
で
は
な
い
。

書
か
れ
た
時
期
は
、
紙
背
の
年
代
か
ら
、
文
禄
五
年
（
一
五
九
六
）
正
月
以
降
、

お
そ
ら
く
そ
れ
か
ら
あ
ま
り
経
た
な
い
時
期
の
も
の
と
思
わ
れ
、
大
和
宗
恕
本
人
、

ま
た
は
毛
利
氏
に
仕
え
た
子
の
秀
国
な
ど
の
周
辺
で
、
手
控
え
的
な
写
と
し
て
作
ら

れ
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
1
）
小
島
道
裕
、
マ
ル
ク
ス
・
リ
ュ
ッ
タ
ー
マ
ン
「【
資
料
紹
介
】『
出
陣
次
第
』
│
戦
国
時
代
の

戦
陣
故
実
│
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
六
三
集
、
二
〇
一
一
年
）。

（
2
）
『
大
日
本
史
料
』第
十
二
之
編
一（
一
九
〇
一
年
刊
）、慶
長
九
年（
一
六
〇
四
）正
月
一
一
日
条
。

大
和
宗
恕
の
死
没
記
事
の
他
、『
家
乗
』
も
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
天
正
七
年
か
ら
一
二
年
の
、

誠
仁
親
王
（
陽
光
院
）
御
所
や
清
涼
殿
に
立
っ
た
「
大
凶
気
」
に
関
わ
る
部
分
の
み
で
、
全
体

の
五
分
の
一
程
度
で
あ
る
。

（
3
）
伊
東
正
義
「
大
和
宗
恕
小
伝
」（
浜
田
啓
介
編
集
代
表
『
論
集
日
本
文
学
・
日
本
語
3
中
世
』

角
川
書
店
、
一
九
七
八
年
）。
主
に
文
化
史
に
関
わ
る
面
に
つ
い
て
、
次
の
六
章
に
ま
と
め
て

い
る
。

一
大
和
家
代
々

二
壬
生
寺
蔵
縁
起

三
能
・
謡
・
謡
本
な
ど

四
大
元
軍
配

五
薬

事
・
医
事

六
『
条
々
聞
書
』

最
後
の
『
条
々
聞
書
』（
蓬
左
文
庫
所
蔵
）
は
、
大
和
宗
恕
が
『
宗
五
大
艸
紙
』
を
改
稿
し

た
書
で
、
伊
藤
氏
は
、
宗
恕
が
申
次
と
し
て
の
体
験
を
元
に
、『
宗
五
大
艸
紙
』
の
「
当
代
版
」

を
意
図
し
た
も
の
、
と
評
し
て
い
る
。

（
4
）
古
川
元
也
「
故
実
家
大
和
宗
恕
管
見
」（『
年
報
三
田
中
世
史
研
究
』
三
、
一
九
九
六
年
）。

大
和
家
の
歴
史
と
関
係
史
料
を
整
理
し
、
室
町
幕
府
崩
壊
後
に
家
を
存
続
さ
せ
る
戦
略
の
問
題

註
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と
し
て
、
故
実
家
と
し
て
の
宗
恕
を
紹
介
し
て
い
る
。

（
5
）
共
同
研
究
「
中
近
世
に
お
け
る
武
士
と
武
家
の
資
料
論
的
研
究
」（
高
橋
一
樹
代
表
）

に
基
づ
く
企
画
展
示
（
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
二
六
日
〜
一
二
月
二
六
日
）。
図
録
に
一

部
の
写
真
と
釈
文
を
掲
載
し
た
。

（
6
）
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
『
越
前
島
津
家
文
書
』。
福
田
豊
彦
「『
越
前
島
津
家
文
書
』

文
和
四
年
の
一
揆
契
状
」（
企
画
展
示
図
録
『
中
世
の
武
家
文
書
―
館
蔵
資
料
か
ら
―
』

一
九
八
九
年
）
参
照
。

（
7
）
『
思
文
閣
古
書
資
料
目
録
善
本
特
集
』
第
一
五
〇
号
、
一
九
九
六
年
。
伊
藤
正
義
氏

の
指
摘
に
よ
れ
ば
、『
言
継
卿
記
』
永
禄
九
年
（
一
五
六
六
）
一
〇
月
一
四
日
条
に
、

山
科
言
継
が
宗
恕
に
招
か
れ
て
所
蔵
の
文
書
な
ど
を
見
た
記
事
が
あ
り
、「
彼
家
之
相

伝
之
自
石
公
之
十
二
巻
、
其
外
御
護
以
下
之
書
共
数
通
、
悉
被
事事

被
見
之
、
尊
氏
以

来
至
光
源
院
（
足
利
義
輝
）
御
伝
授
御
判
共
披
見
了
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の

足
利
義
輝
御
内
書
は
、
そ
れ
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。

（
8
）
『
壬
生
宝
幢
三
昧
寺
縁
起
』（『
続
群
書
類
従
二
七
上
釈
家
部
』「
壬
生
寺
縁
起
中

八
平
行
政
二
銘
の
太
刀
を
給
は
る
事
」）。
伊
藤
氏
は
、
大
和
家
伝
承
を
縁
起
中
に
取
り

込
ん
だ
可
能
性
も
あ
る
と
し
、い
ず
れ
に
し
て
も
両
者
間
の
深
い
つ
な
が
り
が
窺
え
る
、

と
し
て
い
る
。

（
9
）
『
言
経
卿
記
』
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
四
月
九
日
、
一
三
日
条
。

（
10
）
『
言
経
卿
記
』
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
三
月
二
四
日
条
「
殿
下
へ
参
了
、（
中
略
）

謡
之
本
百
番
注
旁
へ
可
仕
之
由
有
之
、
予
ニ
モ
有
職
分
可
注
之
由
、
直
ニ
被
仰
之
、
其

他
五
山
衆
、
哥
道
者
、
其
道
々
相
催
セ
ト
ノ
相
国
寺
■
鹿
苑
院
保
長
老
へ
被
仰
了
、
明

後
日
か
集
会
之
由
催
也
、」

（
11
）
軍
神
に
つ
い
て
は
、
佐
伯
真
一「『
軍
神
』（
い
く
さ
が
み
）
考
」（『
国
立
歴
史
民
俗

博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
八
二
集
﹇
共
同
研
究
﹈
中
近
世
に
お
け
る
武
士
と
武
家
の
資

料
論
的
研
究
、
二
〇
一
四
年
）
を
参
照
。

（
12
）
こ
の
辺
り
か
ら
後
は
、
料
紙
も
粗
末
で
、
文
字
も
読
み
づ
ら
く
、
意
味
を
と
り
に
く

い
。
読
み
誤
り
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部
）

（
二
〇
一
二
年
一
一
月
九
日
受
付
、
二
〇
一
三
年
三
月
二
六
日
審
査
終
了
）

紙数 寸法（縦×横㎝） 紙　　背　　　　　　　　　　　　

1 27.5 × 40.7 なし

2 27.6 × 41.0 なし

3 27.4 × 37.0 「文禄二二乙未暦」

4 27,6 × 41,2 仮名具注暦。「文禄四乙未暦也」「八月大」と見える。

5 27.6 × 41.2 仮名具注暦。「九月小」と見える。

6 27.4 × 41.2 仮名具注暦。「十月小」と見える。

7　 27.6 × 41.2 仮名具注暦。「十一月大」と見える。

8　 27.5 × 41.2 仮名具注暦。「十二月大」と見える。

9 27.6 × 41.2 仮名具注暦。末尾に「文禄三」と見える。

10 27.6 × 41.2 仮名具注暦

11 26.4 × 38.0 和歌詠草。「文禄五　正月七日　入斎より」

12 27.0 × 40.0 書状案。「入斎様人々御中　飯七」

13 27.0 × 41.0 書状案。表面に「入斎様人々御中　飯七」

14 27.4 × 36.5 書状案。「入斎様より　任カ成カ」

15 26.8 × 40.5 折紙仮名消息。「入さいさま」

16 26.8 × 21.4 書状断簡。「入斎人々御中」

17 24.5 × 19.0 折紙書状断簡

18 26.2 × 19.2 折紙書状断簡

19 26.4 × 18.5 折紙書状断簡

20 26.2 × 18.7 連歌断簡

表１　『大和三位宗恕家乗』料紙寸法および紙背
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写真1　本文（第 4～第 5紙）

写真2　本文（第 12 ～第 13 紙）
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写真3　本文（第 16 ～第 19 紙）

写真4　紙背（第 8～第 9紙）
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［『大和三位入道宗恕家乗』］……小島道裕

大
和
三
位
入
道
宗
恕
家
乗

釈
文

（
巻
子
外
題
）

「
大
和
三
位
入
道
宗
恕
家
乗

紙
背
文
禄
三
四
年
平
仮
名
暦
」

（
第
一
紙
）                                                                   

一
太
現
（
元
帥
）明

王
本
朝
江
御
将
来
者
、
人
王
九
代

開
化
天
皇
御
宇
也
、
然
鎮
守
府
将
軍

源
朝
臣
義
家
東
夷
御
追
罰
時
、
依
綸
言
、

承（
一
〇
七
八
）

暦
二
年
戊午
五
月
五
日
、
於
男
山
八
幡
宮
寶

前
、
大
江
匡
房
卿
義
家
御
相
傳
以
来
、
武

家
仁
御
安
置
也
、
誓
願
越
餘
尊
、
神
力
勝

他
神
矣
、
兊
天
地
和
合
而
生
万
物
、
諸
願
必
成
就

秘
密
尊
也
、
於
奉
頼
此
尊
仁
者
、
第
一
除
刀

杖
難
・
厄
難
與
横
難
以
下
、
不
被
犯
怨
敵
・
悪
魔

障
碍
、
至
于
戈
時
者
、
諸
天
・
天
雷
・
天
魔
・
鬼
神
・
諸
龍
王
・

夜
叉
・
羅
刹
等
、
圍
前
後
左
右
、
令
守
護
其
身
給
事
、                 

如
影
添
形
矣
、
含
逆
心
輩
者
、
則
下
刀
劔
而
、
壊
其
身

事
、
如
微
塵
令
断
烈（
裂
）、

或
於
野
心
族
者
、
被
成
讎

事
、
如
急
風
大
雨
、
毒
汁
降
懸
其
身
而
、
忽
滅
亡

矣
、
是
則
鎮
護
国
家
之
尊
像
、
吾
朝
無
雙

（
第
二
紙
）

秘
術
也
、
又
正（
一
三
三
三
）

慶
二
年
十
一
月
日
、
等
持
院
殿
太
和
守

秀
政
仁
御
相
伝
以
来
、
為
御
當
家
之
御
護
大
和

家
仁
安
置
申
、
毎
月
十
五
日
、
御
神
事
懈
（
無
脱
カ
）怠

者
也
、

一
大
和
守
秀
政
父
日
向
宰
相
中
将
ハ
、
堂
上
に
て
あ
り
し

に
、
等
持
院
殿
よ
り
御
当
家
へ
可
参
之
由
、
頻
に
仰

あ
り
、
再
三
辞
退
申
と
い
へ
と
も
、
無
了
簡
御
請
を
申
候

け
る
、
其
已
後
宰
相
中
将
も
辞
申
へ
き
よ
し
仰
あ
り
て
、

日
向
右
京
大
夫
に
な
さ
れ
、
又
名
字
を
も
一
か
と
あ
る
を
可

被
下
と
て
、
日
本
惣
名
名
の
る
へ
き
よ
し
被
仰
て
、

大
和
に
な
さ
れ
候
也
、
其
比
大
和
息
女
あ
り
け
る
を

御
臺
に
可
被
参
之
旨
、
等
持
院
殿
よ
り
切
々
仰

有
之
、
然
共
御
臺
に
可
被
参
事
一
向
不
及
是
非
之     

趣
申
候
へ
と
も
、
色
々
仰
事
あ
り
て
、
進
上
申
也
、
寶
篋

院
殿
御
母
こ
れ
也
、
名
の
り
を
さ
ぬ
と
仰
せ
ら
れ
け
る
な
り
、

然
處
、
大
和
家
に
二
銘
と
云
重
代
の
太
刀
二
振
有
之
、

治
世

誠
剱
也
、
此
治
世
を
さ
ぬ
を
も
つ
て
等
持
院
殿
よ
り

御
所
望
あ
り
、
秀
政
申
様
に
ハ
、
此
太
刀
平
家
重
代
た
る
間
、

御
当
家
の
御
太
刀
に
ハ
如
何
の
由
、
再
往
申
時
、
さ
ら
は
猶

子
に
な
ら
せ
ら
れ
て
御
所
望
有
べ
き
也
、
尊
氏
等
も

（
第
三
紙
）

平
を
も
し
ろ
し
め
さ
る
へ
し
、
大
和
も
源
家
と
ま
か
り

な
り
、
両
家
を
ふ
さ
ね
候
へ
き
よ
し
、
御
自
筆
の
御
内

書
を
な
さ
れ
、
治
世
を
進
上
申
也
、
于
今
い
た
り
御
当
家

御
重
代
の
第
一
と
成
申
也
、
御
自
筆
に
て
御
父
足

利
大
和
守
と
あ
そ
は
さ
れ
、
御
内
書
を
も
つ
て
二
引

両
等
御
紋
被
下
也
、

抑
此
剱
於
所
持
輩
者
、
其
敵
自
滅
、
可
為
此
国
大

和
嶋
之
至
、
此
太
刀
後
白
河
法
皇
為
寶
剱
二
振

之
太
刀
也
、
一
振
者
名
治
世
、
一
振
者
名
誠
剱
、
又
此
剱

自
後
白
河
院
二
條
院
仁
傳
之
、
其
後
傳
清
盛
、
此

剱
世
久
盛
也
、
次
傳
重
盛
、
次
傳
維
盛
、
其
後
寿
永

年
中
仁
為
天
地
鳴
動
、
此
太
刀
得
ハ
飛
行
自
在
、
入
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雲
中
、
右
辰
巳
方
光
飛
去
、
伊
勢
太
神
宮
仁
参

云
々
、
其
後
頼
朝
之
代
、
維
盛
之
末
子
比
叡
山
無
動
寺

仁
千
代
松
丸
ト
号
有
児
、
山
門
衆
徒
依
為
平
家
之

子
孫
、
北
條
四
郎
時
政
執
出
、
時
政
見
彼
仁
、
依
有

子
細
為
養
子
、
号
名
乗
行
政
、
東
坂
本
合
戦
之

時
、
為
行
政
大
将
発
向
時
分
、
捕
高
名
處
、
自
何
方

（
第
四
紙
）

来
共
不
知
法
師
一
人
出
来
、
此
太
刀
二
振
二
銘
為

平
家
重
代
間
、
此
太
刀
持
ハ
則
敵
滅
間
、
行
政
ニ

傳
之
、
行
方
不
知
、
其
後
此
法
師
夢
中
ニ
現
云
、

我
是
地
蔵
菩
薩
也
、
先
祖
之
堂
塔
依
建
立
之

功
、
自
此
太
刀
傳
畢
、
夢
覚
テ
、
此
形
ヲ
軈
移
持

絵
圖
建
立
之
、
在
所
六
地
蔵
其
外
霊
佛
尋
ニ
、

有
時
壬
生
之
寶
憧
三
昧
寺
之
地
蔵
参
詣
折

節
、
戸
帳
新
桂
、
拝
御
厨
子
之
本
尊
地
蔵
菩

薩
形
、
見
夢
中
之
法
師
寸
分
不
違
間
、
成

奇
異
思
、
致
造
営
再
興
、
于
今
為
旦
那

寺
中
管
領
仕
者
也
、
然
彼
太
刀
夢
中
有

感
通
、
彼
地
等
持
院
殿
御
自
筆
被
遊
、
秀

政
賜
之
云
々
、
千
代
松
丸
大
和
先
祖
也
、

一
九
州
多
々
良
濱
御
合
戦
之
事
、
先
代
を
ほ
ろ
ほ

さ
れ
ん
た
め
、
等
持
院
殿
至
九
州
御
進
發
あ
り
、
大
和
守

秀
政
御
護
行
、
所
持
之
諸
卒
を
す
ゝ
め
御
合
戦
有
之
、

案
の
こ
と
く
敵
陣
悉
破
て
、
あ
ま
た
の
人
数
被
討

取
之
、
即
時
に
御
本
意
に
成
け
る
、
等
持
院
殿
御

袖
し
る
し
を
と
り
て
、

弓
矢
を
も
ふ
く
ろ
に
い
る
ゝ
世
と
な
れ
ハ
、
や
ま
と
そ

千
よ
の
お
さ
め
成
け
る
、
と
御
自
筆
に
あ
そ
ハ
さ
れ
、

御
判
有
て
秀
政
に
下
さ
れ
け
る
、
わ
け
め
の
い
く
さ

（
第
五
紙
）

と
申
け
る
、
一
大
事
の
合
戦
に
て
あ
り
し
、
太
現
（
元
帥
）

の
日
と
り
を
も
つ
て
御
軍
あ
り
、
則
御
勝
に
成

け
る
、
そ
の
日
御
合
戦
に
か
わ
ら
毛
の
御
馬
に
め
さ
れ
つ
る

か
、
一
段
と
い
さ
み
嘶
候
、
程
な
く
御
理
運
に
な
り
て
、

か
ち
時
か
ハ
ら
け
と
付
ら
れ
候
、
そ
れ
よ
り
今
に
い

た
り
、
御
当
家
に
か
は
ら
毛
の
御
馬
御
用
な
り
、

一
禁
裏
よ
り
等
持
院
殿
可
被
任
大
臣
之
由
被

仰
出
候
時
、
大
和
守
秀
政
申
け
る
ハ
、
天
下
の
御
世
務
を

し
ろ
し
め
し
、
又
高
官
に
被
任
候
へ
ハ
、
御
面
目
の
い

た
り
に
候
、
た
ゝ
し
、
天
下
を
御
存
知
之
上
、
さ
や
う
に

高
官
に
被
任
候
へ
ハ
、
左
右
の
御
事
ふ
さ
か
り
候
、
御
冥

加
如
何
と
存
候
、
所
詮
御
官
ハ
ひ
く
く
御
座
候
て
、
天

下
を
専
に
可
被
治
儀
、
肝
要
に
奉
存
候
、
さ
り

な
か
ら
御
当
家
の
儀
ハ
、
た
と
ひ
浅
官
に
て
御
座

候
と
も
、
高
官
の
か
た
〳
〵
を
可
被
越
の
御
か
た
め

あ
り
、
□
に
よ
り
、
い
ま
に
い
た
り
其
分
の
御
事
也
、

寳
篋
院
殿
御
同
前
也
、

一
寳
篋
院
殿
義
詮
卿
よ
り
秀
政
父
日
向
右
京
大
夫
に

對
せ
ら
れ
て
、
御
内
書
を
な
さ
れ
候
、
其
御
筆
忝

後
光
厳
院
宸
筆
を
染
ら
れ
候
、
或
時
二
條
殿
晴
良
公
仁

宗
恕
祗
候
仕
候
お
り
ふ
し
、
か
や
う
の
事
申
上
候
処
、

御
覧
あ
り
度
よ
し
仰
之
間
、
後
日
御
持
参
い
た

（
第
六
紙
）

し
備
上
覧
候
、
宸
筆
紛
な
く
候
、
さ
て
も
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名
誉
の
事
な
り
と
、
御
感
お
ほ
か
た
に
あ
ら
す
候
、

此
あ
そ
ハ
さ
れ
候
子
細
ハ
、
後
光
厳
院
・
寶
篋
院
御
間

一
段
と
よ
く
御
座
候
、
其
砌
南
朝
は
楠
已
下
御
味
方
申
候
、

御
光
厳
院
ハ
、
宝
篋
院
殿
御
馳
走
に
て
御
座
有
し
、

細
々
御
し
の
ひ
の
行
幸
有
し
な
り
、
或
時
義
詮
卿

三
井
寺
へ
御
成
有
し
に
、
御
跡
を
し
た
ハ
れ
、
御
忍
の

行
幸
有
之
、
さ
て
も
こ
れ
ま
て
の
行
幸
忝
の

よ
し
御
申
也
、
と
て
も
の
御
事
に
、
坂
本
樹
下
所
の

花
み
こ
と
さ
、
け
し
か
ら
ぬ
事
に
て
候
間
、
御
と
も
有
へ

き
と
て
行
幸
を
催
さ
れ
、
花
を
叡
覧
あ
り
て

御
製ま

よ
ひ
た
つ
雲
井
の
外
の
春
に
き
て
あ
ら
ぬ
軒

は
の
花
を
み
る
か
な

か
り
そ
め
の
ミ
ゆ
き
な
か
ら
も
此
宿
の
花
に
雲
井

の
名
を
や
の
こ
さ
ん

樹
下
成
国

仕
候
、
か
や
う
に
有
け
る
間
、
勿
論
御
内
書
宸
筆
染

ら
れ
し
御
事
、
有
へ
き
よ
し
仰
候
、
古
筆
に
あ
そ
ハ
し

を
か
れ
た
る
有
之
間
、
重
て
仰
き
か
せ
た
る
へ
き
由
、
御
物

語
あ
り
し
、
其
の
ち
院
御
所
并
陽
光
院
御
覧
な

さ
れ
、
宸
筆
無
紛
由
、
御
筆
を
そ
め
ら
れ
拝
領
さ

せ
ら
れ
候
也
、

一
鹿
苑
院
殿
太
政
大
臣
義
満
公
御
時
、
山
名
陸
奥
守
氏
清

ハ
謀
叛
を
企
、
か
の
分
国
十
三
ケ
国
を
催
、
都
へ
責
上

へ
き
行
隙
な
し
、
然
ハ
上
意
に
も
此
軍
一
大
事
と
思
召
、

（
第
七
紙
）

種
々
御
調
儀
共
有
之
、
御
護
に
御
願
書
を
御
自
筆

に
あ
そ
ハ
し
籠
ら
れ
、
神
供
等
細
々
備
ら
れ
、
家
々
深
秘

以
下
色
々
つ
く
し
け
る
、
秀
政
御
い
く
さ
の
吉
凶
を
か
ん
か
へ
、
并

軍
気
を
見
ま
ハ
り
、
公
方
の
御
た
め
一
段
御
吉
事
共

多
之
、
其
旨
一
々
令
言
上
、
御
軍
有
へ
き
由
に
て
、
合
戦
ハ
明

徳（
一
三
九
一
）

二
年
十
二
月
卅
日
と
そ
定
り
け
る
、
爰
に
ふ
し
き
な
る

事
あ
り
、
十
六
七
歳
は
か
り
な
る
童
子
御
陣
を
ま
ハ
り

て
申
け
る
ハ
、
卅
日
一
定
御
合
戦
有
へ
し
、
一
日
の
ゝ
ち
落

居
と
云
て
諸
陣
を
ふ
れ
け
る
、
い
つ
く
よ
り
の
御
觸
そ

と
尋
け
る
処
に
、
是
ハ
明
王
よ
り
の
御
觸
な
り
と
答
、
又
敵
陣

ハ
、
明
日
ハ
い
く
さ
あ
ひ
の
ふ
る
の
間
、
其
旨
心
得
よ
ト
是
も

童
子
ふ
れ
け
る
也
、
も
と
よ
り
御
護
箱
に
入
行
所
持
也
、

公
方
御
勢
早
天
よ
り
被
打
出
、
家
々
の
旗
共
面
々
に

あ
け
て
、
敵
の
は
た
ら
き
を
ミ
け
る
、
氏
清
ハ
わ
か
猛
勢

を
た
の
ミ
て
、
日
取
方
角
に
も
た
ち
い
ら
す
、
む
た
い
に
し

か
く
へ
き
躰
也
、
公
方
に
ハ
、
此
大
現
の
日
取
ハ
、
昔
丹
州

大
江
山
の
鬼
神
を
頼
光
の
た
い
ら
け
し
も
、
此
日
取
方

角
を
勘
て
し
た
か
へ
し
也
、
さ
れ
ハ
銀
山
鐵
壁
を
も
巌

密
に
く
た
く
、
妙
不
思
儀
な
る
秘
術
也
、
此
太
限
の
妙
術

を
も
つ
て
軍
あ
る
へ
し
と
云
々
、
又
秀
政
申
け
る
ハ
、
此
度
御
護

御
頂
戴
あ
る
へ
き
よ
し
を
申
入
、
御
本
尊
を
ひ
ら
き

奉
御
拝
を
な
さ
れ
、
程
な
く
陸
奥
守
氏
清
御
頸
を
と
り
、

な
ら
ひ
に
猶
子
に
定
け
る
甥
の
小
次
郎
頸
も
参
る
、

朝
敵
た
る
上
の
か
れ
か
た
く
、
大
道
の
名（
冥
）加

つ
き
は
て
、
十
二

ケ
国
か
の
一
家
と
し
て
補
佐
し
け
る
か
、
一
日
の
間
に
落

居
す
る
也
、
今
度
の
御
い
く
さ
ハ
難
及
凡
慮
、
た
ゝ
太
現
明

王
の
御
示
現
の
こ
と
く
に
て
、
山
名
一
家
悉
相
果
候
事

（
第
八
紙
）

き
と
く
ふ
し
き
の
こ
と
共
候
也
、
し
か
れ
ハ
彼
頸
と
も
御
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実
檢
有
へ
き
由
、
秀
政
言
上
せ
し
め
、
則
御
実
檢

あ
り
、
御
本
意
に
成
候
也
、
さ
て
御
帰
陣
御
肴
組
調

進
申
候
、
御
酒
ま
い
り
候
也
、
其
時
但
馬
国
新
田
庄
を
御

護
仁
御
寄
附
在
之
云
々
、
又
禁
裏
よ
り
御
官
位
の

儀
被
仰
出
候
、
秀
政
早
く
御
請
御
申
な
さ
る
へ
し
、
爰

に
て
一
廉
御
官
位
も
す
ゝ
ま
れ
、
御
家
の
規
模
た
る
事
、

御
さ
た
有
へ
き
所
に
て
候
よ
し
申
之
、
太
政
大
臣
准
三

后
又
法
皇
御
位
に
な
し
申
さ
れ
候
、
應（
一
三
九
六
）

永
三
年
九
月
十
七
日

山
門
仁
御
登
山
被
准
御
幸
け
る
な
り
、
番
方
殿
上

人
被
成
准
據
之
、

一
大
内
左
京
大
夫
義
弘
ハ
内
野
合
戦
に
高
名
い
た
し
、
疵
三
ヶ

所
か
う
ふ
り
、
其
疵
公
方
へ
御
目
に
か
け
ら
れ
候
と
て
、
疵

二
を
御
目
に
か
け
候
、
二
ハ
か
へ
し
申
時
、
管
領
細
川
武
蔵

守
頼
之
申
さ
れ
け
る
ハ
、
大
内
ハ
謀
叛
を
お
こ
す
へ
し

と
み
え
た
り
と
申
け
る
か
、
程
な
く
謀
叛
し
、
泉
州

合
戦
有
之
、
應（
一
三
九
九
）

永
六
年
男
山
仁
被
召
御
陣
之
時
、
御

護
入
箱
行
所
持
之
、
大
内
義
弘
滅
亡
云
々
、

一
等
持
院
殿
京
都
に
て
御
合
戦
あ
り
し
に
、
敵
数
輩
被
討

取
候
、
御
つ
れ
の
砌
、
あ
る
侍
の
家
へ
秀
政
は
し
り
入

御
酒
を
た
つ
ね
け
る
、
女
房
あ
り
て
、
白
御
酒
あ
る
由
を
申
け
る
、

其
家
庭
を
つ
く
り
て
、
木
共
植
け
る
所
な
り
、
し
か
れ
ハ

尊
氏
此
庭
へ
御
供
申
、
白
御
風
（
酒
カ
）参

候
時
、
此
女
房
鮎

を
御
さ
か
な
に
持
て
ま
い
る
と
て
、
さ
ほ
に
か
ゝ
り
け
る
か
た
ひ
ら

を
う
ち
ハ
け
、
白
き
ほ
う
し
の
あ
り
し
を
取
て
、
髪

を
巻
て
ま
い
り
け
る
、
秀
政
ち
か
比
よ
く
つ
か
ま
つ
り
け
る
也
、

（
第
九
紙
）

こ
の
在
所
ハ
何
と
云
そ
と
尋
け
れ
ハ
、
か
つ
ら
と
申
と
答
、

尤
め
て
た
き
在
所
也
、
御
合
戦
ハ
か
つ
ら
と
申
し
て
、
御
酒
参
て
御
敵

ほ
ろ
ほ
さ
れ
け
る
、
や
か
て
此
桂
東
庄
を
御
護
神
領
に

つ
け
ら
れ
し
也
、
か
の
女
房
に
ハ
御
褒
美
有
し
、
あ
ら
め
て
た
や

と
申
こ
と
ハ
今
に
い
た
り
申
也
、
其
時
の
御
例
に
て
、
公
方
に
て

ハ
朔
日
節
句
の
祝
儀
に
ハ
白
酒
を
御
用
也
、
其
女
房
そ

の
ち
さ
う
せ
ん
そ
に
て
、
大
和
家
に
つ
き
申
も
の
な
り
、

一
陽
光
院
誠
―仁
親
王
太
現
の
一
流
軍
倍
の
事
、
御
相

傳
な
さ
れ
た
き
の
む
ね
、
度
々
雖
被
仰
下
候
、
替（
暫
）御

請
も
不

申
上
処
、
理
性
院
僧
正
堯
助
を
も
つ
て
、
切
々
仰
間
、
御
う
け
を

申
候
、
然
ハ
御
傳
授
の
次
第
尋
被
下
候
、
七
日
御
神
事
御
精
進

に
て
、
度
々
参
上
い
た
し
候
、
張
良
一
巻
書
、
太
元
秘
密
等
、
十

二
巻
口
傳
申
上
也
、
忝
御
相
傳
あ
り
、
こ
と
さ
ら
類
な
き

こ
と
と
も
に
て
、
喜
被
思
召
之
趣
、
御
筆
を
染
ら
れ
拝
領
つ

か
ま
つ
り
候
、
又
其
賞
と
し
て
上
階
さ
せ
ら
れ
、
忝
次
第
也
、

天（
一
五
七
九
）

正
七
年
九
月
廿
五
日
よ
り
御
傳
授
、

一
禁
裏
御
魔
苦
調
の
様
、
親
王
御
方
き
こ
し
め
さ
れ
、
ま
く
ハ

其
身
の
凶
事
出
来
の
時
ハ
、
幕
に
て
ん
し
か
ゆ
る
事
、
き
と
く

に
お
ほ
し
め
さ
る
之
間
、
可
相
調
之
由
、
被
仰
下
候
間
、
七
日
の
神

事
に
て
仕
候
者
共
、
神
事
同
前
に
て
、
二
帖
一
日
に
つ
か

ま
つ
り
た
て
候
、
御
紋
ハ
十
六
葉
の
う
ら
菊
也
、
御
紋
の
儀

伺

叡
慮
如
此
相
調
、
勧
修
寺
亜
相
晴
豊
卿
を
も

つ
て
進
上
申
也
、
天
正
七
年
十
二
月
廿
日

一
天（
一
五
八
一
）

正
九
年
十
一
月
五
日
酉
上
刻
、
陽
光
院
御
座
所
二
條
の

御
殿
に
大
凶
気
立
、
其
形
太
山
の
こ
と
く
、
谷
の
か
た
ち

な
ど
あ
り
、
し
ゝ
か
き
や
く
ら
あ
さ
や
か
に
し
て
、
そ
の
色

（
第
一
〇
紙
）

黒
き
こ
と
灰
色
よ
り
黒
、
水
剣
火
何
様
事
有
へ
し
、



315

［『大和三位入道宗恕家乗』］……小島道裕

し
は
ら
く
気
の
す
か
た
を
ミ
、
黄
昏
に
を
よ
ひ
候
間

帰
宅
し
、
翌
日
勧
修
寺
前
内
府
紹
可
仁
参
、
右
件

の
趣
具
申
入
、
い
か
や
う
の
儀
御
座
候
と
も
、
か
ま
ハ
れ
候
御

事
悪
候
也
、
御
慎
肝
要
の
よ
し
、
率
爾
な
か
ら
申
入
候
、
そ
と

御
目
に
入
ら
る
へ
き
旨
申
之
、
又
理
性
院
僧
正
へ
も
具
に

語
申
て
申
入
ら
る
へ
き
由
且
申
也
、
其
已
後
伊
勢
国
へ

下
向
し
在
国
の
あ
い
た
に
、
京
都
不
慮
出
来
候
、
惣
見
院

前
右
府
信
長
公
御
は
て
候
、
京
都
錯
乱
に
付
て
、
し
は
し

逗
留
し
罷
上
候
処
、
陽
光
院
御
使
と
し
て
、
持
妙
院
黄
門

基
孝
卿
仰
之
趣
、
宗
恕
田
舎
よ
り
罷
上
よ
し
聞

食
候
間
、
被
仰
出
候
、
先
度
如
言
上
不
慮
出
来
候
而
、

御
気
つ
か
い
を
な
さ
れ
候
、
乍
去
、
親
王
御
方
を
は
し
め

ま
い
ら
せ
ら
れ
、
宮
々
い
つ
れ
も
御
つ
ゝ
か
な
く
内
裏
仁

う
つ
ら
れ
候
、
申
上
所
相
違
な
き
こ
と
、
き
と
く
に
お
ほ
し

め
さ
れ
候
、
御
ま
く
御
名
代
に
た
て
ら
れ
候
、
又
御
重
代
の
御
太
刀

つ
ほ
き
り
を
は
し
め
、
御
物
共
う
し
な
ハ
れ
候
へ
共
、
宗
恕

に
御
相
傳
な
さ
れ
候
太
元
の
一
部
ハ
、
別
儀
な
く
御
随
身

に
て
御
座
候
、
き
と
く
に
こ
そ
被
思
召
候
へ
と
の
御
事
、
被
仰

下
候
也
、
其
以
後
つ
ほ
き
り
の
御
剱
か
へ
り
参
候
云
々
、

一
天（
一
五
八
二
）

正
十
年
三
月
廿
四
日
、
甲
斐
武
田
頸
梟
獄
門
候
、
気
を

ミ
ん
と
お
も
ひ
、
宗
恕
罷
向
見
之
、
武
田
四
郎
勝
頼

く
ひ
ハ
天
之
気
也
、
同
右
馬
頭
く
ひ
は
左
気
云
、
同
太
郎

く
ひ
ハ
天
気
也
、
い
つ
れ
も
死
せ
さ
る
頸
と
も
也
、
こ
の

ま
ゝ
に
て
一
向
不
可
果
、
軍
も
あ
る
へ
し
、
不
慮
出
来

す
へ
し
、
そ
の
ま
ゝ
通
仙
院
瑞
策
へ
罷
向
、
武
田

三
人
の
頸
の
気
み
た
る
次
第
共
具
語
、
の
ち

（
第
一
一
紙
）

の
證
人
の
た
め
申
よ
し
申
て
ま
か
り
立
也
、
其

座
に
五
六
輩
有
て
聞
之
、
又
田
舎
よ
り
上
由

聞
之
て
、
瑞
策
よ
り
、
さ
て
も
家
の
し
る
し
申

た
る
儀
、
奇
特
の
よ
し
あ
り
て
、
使
有
之
也
、

一
天（
一
五
八
四
）

正
十
二
年
正
月
三
日
巳
刻
、
清
涼
殿
上
仁
黒
気

ま
ろ
く
ふ
と
く
大
黒
立
つ
、
親
王
御
方
御
覧
な
さ
れ
、

御
殿
圖
方
角
以
下
御
自
筆
に
あ
そ
ハ
さ
れ
て
、
四
辻

亜
相
公
遠
卿
を
御
使
と
し
て
、
此
気
の
様
具
言
上

い
た
す
へ
き
の
よ
し
、
被
仰
下
之
趣
、
謹
而
宗
恕
承
、

さ
て
気
の
す
か
た
以
下
能
々
勘
、
黄
昏
に
及
、
し
る
し
た
る

物
持
参
申
候
、
大
御
所
様
ふ
か
き
慎
な
り
、
急
に
み
え

申
候
、
御
祈
祷
等
御
座
有
へ
き
よ
し
言
上
申
、
御
い
の

り
の
や
う
も
か
さ
ね
て
又
御
尋
有
之
、
其
御
返

事
申
上
也
、
并
親
王
御
方
も
少
御
つ
ゝ
し
ミ
た
る

よ
し
申
て
、
六
日
目

大
御
所
様
俄
に
大
事
に
御
悩

あ
り
、
御
無
言
に
て
以
外
の
御
不
例
也
、
醫
者
御

薬
と
も
調
進
申
と
い
へ
と
も
、
少
も
御
験
気
御

座
な
し
、
公
卿
殿
上
人
み
な
御
難
儀
の
躰
也
、

し
か
る
處
に
、
通
仙
院
仁
色
々
お
ほ
せ
出
さ
れ
、
御
薬

調
進
あ
り
て
、
三
日
目
少
御
験
気
あ
り
、
連
ゝ
御
養
生

あ
り
て
、
御
本
復
め
て
た
き
御
事
共
也
、
其
時
宗
恕

き
と
く
を
申
上
候
よ
し
仰
あ
り
て
、
御
両
所
様

御
褒
美
共
有
り
て
忝
次
第
也
、

（
第
一
二
紙
）

右
條
々
為
子
孫
注
之
者
也
、

大
和
三
位
入
道
宗
恕



316

国立歴史民俗博物館研究報告
第 183集 2014年 3月

右
一
巻
者
、
依
大
和
三
位
所
望

染
愚
筆
、
不
可
有
他
見
者
也
、

尊
悟
判

此
当
家
条
々
者
、
為
後
代
少
々

注
之
、
則
梶
井
宮
于
時

蜻
庵

備
上
覧
之

処
、
有
御
感
、
染
御
筆
被
相
副
、

御
書
被
下
之
候
時
、
眉
目
何
加
之
乎
、

為
子
孫
努
々
不
可
聊
爾
者
也
、

三
位
入
道

文（
一
五
九
四
）

禄
三
年
四
月
十
六
日

沙
弥
宗
恕
判

関
白
秀
次
公
よ
り
御
尋
之
間
、
注
進
上

一
よ
ろ
ひ
ひ
た
ゝ
れ
の
事

将シ
ヤ
ウ
グ
ン
ケ

軍
家
ハ
あ
か
地
の
に
し
き
也ナ

リ

、
人
に
よ
り
き
ぬ

（
第
一
三
紙
）

に
て
も
す
る
、
そ
の
外ホ
カ

の
侍

サ
フ
ラ
イハ

布ヌ
ノ

に
て
家イ

エ

の
紋モ

ン

を

あ
ら
ハ
し
用
也
、
干カ
ン
ク
ワ戈

の
時ト

キ

に
い
た
り
て
ハ
、
ひ
た
ゝ

れ
の
上
に
鎧ヨ
ロ
イを

着チ
ヤ
クすタ
テ
ヨ
コる

也ナ
リ

、
随ス

イ
ビ
ヤ
ウ兵の

時ト
キ

も
其ソ

ノ
イ
エ家

々
の
紋
付
た
る
ひ
た
ゝ
れ
を
き
、
上ウ
ヘ

に
よ
ろ
ひ
を

ち
や
く
せ
し
也
、

一
む
ら
さ
き
す
そ
こ
の
事

紫
ム
ラ
サ
キす

そ
ご
と
ハ
、
す
そ
の
板イ

タ

を
紺コ

ン

に
し
て
威ヲ

ト
ス

な
り
、
残ノ
コ
リハ

ミ
な
む
ら
さ
き
の
い
と
に
て
お
と
せ
し
也
、

紫
ム
ラ
サ
キ

襟ス
ソ

紺ゴ

也
、

一
甲カ

ツ
チ
ウ冑

と
ハ
よ
ろ
ひ
か
ふ
と
以イ

ゲ下
を
き
た
る
を
か
つ

ち
ヨ
ロ
イ
カ
ブ
ト

う
を
た
い
す
る
と
云イ

フ
ナ
リ也

、

一
時ト
キ

の
聲コ

ヘ

の
事

軍ク
ン
シ
ン神

勧ク
ワ
ン
ジ
ヤ
ウ

請
し
た
て
ま
つ
る
音コ

ヘ

を
ハ
時
つ
く
る
と
云イ

フ

、

敵テ
キ
チ
ン陣

敵テ
キ
ク
ン軍

推ヲ
シ
ヤ
フ
リ

破
、
勝カ

チ
イ
ク
サ軍の

時ト
キ

、
勧

ク
ワ
ン
シ
ヤ
ウ
シ
ン

請
神

を
お
く
り
た
て
ま
つ
る
音コ
ヘ

を
ハ
勝カ

チ
ト
キ時

と
名ナ

つ
く
る
也
、

然シ
カ
レハハ

か
り
そ
免メ

に
も
ミ
た
り
に
時
か
し
ら
を
あ
け

さ
る
也
、

一
白シ
ラ
ハ
タ旗

の
事コ

ト

（
マ
マ
））

征セ
イ
イ
タ
イ
シ
ヤ
ウ
ク
ン

夷
大
将
軍
朝テ

ウ
キ
キ敵

追ツ
イ
バ
ツ罰

の
た
め
、
鎮チ

ン
シ
ユ
フ
ノ

守
府

将シ
ヤ
ウ
ク
ン軍に

指サ
シ

そ
へ
て
下

ク
タ
ス
ハ
タ旗

也ナ
リ

、
家イ

エ

の
紋モ

ン

な
し
、

（
第
一
四
紙
）

平

□
□

長ナ
ガ

白シ
ラ
ハ
タ旗

と
云イ

フ

、
将シ

ヤ
ウ
ク
ン

軍
よ
り
外ホ
カ

に
ハ
無コ

レ
ナ
シ之

、
赤ア

カ
キ

時ト
キ

あ
か
旗ハ

タ

と
云イ

フ

、

朝テ
ウ
テ
キ敵

御ゴ
タ
イ
ヂ

退
治
の
時
ハ
、
一イ

チ
ハ
ン番

錦ニ
シ
キノ

御ヲ
ン
ハ
タ旗

、
二ニ

ハ
ン番

に

白シ
ラ
ハ
タ旗

、
三サ

ン
ハ
ン番

に
御ゴ

モ
ン
ハ
タ

紋
旗
三
な
か
れ
也
、
夫ソ

レ

旗ハ
タ

は

軍ク
ン
シ
ン
グ
ン
テ
ン

神
軍
天
を
勧

ク
ワ
ン
シ
ヤ
ウ

請
し
、
其ソ

ノ
イ
エ家

を
守シ

ユ

護コ

せ
し
め
た
ま
ふ
也ナ

リ

、
然シ

カ
レハ

家イ
エ

イ
エ
の
紋モ

ン

を
あ
ら

ハ
し
、
大タ
イ
シ
ヤ
ウ
グ
ン

将
軍
の
前マ

ヘ

に
立タ

ツ

る
魔マ

シ
ヤ
ウ障

に
お
か
さ
れ

ず
、
障シ
ヤ
ウ
ゲ碍

を
な
す
事
あ
る
べ
か
ら
す
、
又マ

タ

諸シ
ヨ
グ
ン軍

に
し
ら

し
め
ん
し
る
し
也
、
聊
イ
サ
ゝ
カも

お
ろ
そ
か
に
す
べ
か
ら
ず
、
日ヒ

ノ
ハ
タ旗

の

事コ
ト

、
錦ニ

シ
キノ

御ヲ
ン
ハ
タ旗

と
か
わ
ら
す
、
是コ

レ

天
子
の
御ヲ

ン
ハ
タ旗

也ナ
リ

、

禁キ
ン
チ
ウ中

を
守シ

ユ
ゴ護

し
た
ま
ふ
数ス

ジ
ン神

也
、

一
幕マ
ク

の
事

ま
く
う
ち
ま
ハ
し
と
ハ
、
た
ゝ
幕マ
ク

を
う
ち
た
る
て
い

な
る
へ
し
、
凡ヲ
ヨ
ソま

く
と
云
事
、
天テ

ン
ヂ
ク竺

に
お
ひ
て
は
じ

ま
れ
り（マ
マ
）、
先マ

ツ

日ニ
ツ
ク
ワ
ウ
テ
ン
シ

光
天
子
、
月ク

ワ
ツ
ク
ワ
ウ
ボ
サ
ツ

光
菩
薩
、
金キ

ン
リ
ン
ジ
ヤ
ウ

輪
星
、
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廿ニ
シ
ウ
ハ
ツ
ユ
ク

八
宿
、
九ク

ヨ
ウ曜

、
七シ

ツ
シ
ヤ
ウ星、

十シ
ウ
ニ
シ
ヤ
ウ

二
星
、
南ナ

ン
シ
ン辰

、
北ホ

ク
ト斗

、
本

ホ
ン
ミ
ヤ
ウ
シ
ヤ
ウ

命
星
、

當タ
ウ
ネ
ン
シ
ヤ
ウ

年
星
、
其ソ

ノ
ホ
カ外

諸シ
ヨ
シ
ン神

を
勧

ク
ワ
ン
ジ
ヤ
ウ

請
せ
し
め
、
其ソ

ノ
ヌ
シ主

を

ま
も
り
た
ま
ふ
也
、
或
ア
ル
イ
ハ魔マ
シ
ヤ
ウ
障
に

（
マ
マ
）お
か
さ
れ
す
、
或
ア
ル
イ
ハ怨ヲ
ン
テ
キ
敵

を
ふ
せ
ぎ
、
災サ
イ
ナ
ン難

を
除ノ

ソ
クく

第タ
イ
イ
（
マ
マ一

の
秘ヒ

シ
ユ
ツ術

也
、
自シ

ゼ
ン然

ち（
中
夭
カ
）

う
よ
う
の
あ
ら
ん
に
ハ
、
幕マ

ク

に
て
ん
し
か
へ
、
其ソ

ノ
ミ身

の

凶ケ
ウ

事
の
か
る
ゝ
事
在コ

レ
ア
ル之

也ナ
リ

、

さ
る
に
よ
つ
て
、
軍ク
ン
ヂ
ン陣

以イ

ケ下

（
第
一
五
紙
）

専
モ
ツ
ハ
ラ

用コ
レ
ヲ
モ
チ
ユ

之
、
物モ

ノ
見ミ

乳チ

綱ツ
ナ

等ト
ウ

に
い
た
り
、
清

シ
ヨ
ウ
シ
ヤ
ウ

浄
の

の
き
し
き
を
以
モ
ツ
テ

相
コ
レ
ヲ
ア
イ
ト
ゝ
ノ
ユ

調
之
、
ミ
た
り（マ
マ
）に
調

ト
ゝ
ノ
ユ
ルゆ

る
時ト

キ
ハハ

必
カ
ナ
ラ
ス神シ
ン
バ
ツ罰あ

る
へ
し
、
能ヨ

ク

〳〳〵
〵
〳〳

慎ツ
ツ
シ
ム
ナ

代
也
、
然

シ
カ
ル
ア
イ
タ

間
幕マ

ク
イ
テ

出

入イ
リ

に
付ツ

イ
テて

習ナ
ラ
イあ

り
、
い
で
入イ

リ

の
な
き
所ト

コ
ロ在コ
レ
ア
リ之

、
又マ

タ
イ
ハ
ク曰、

天テ
ン
シ子

の
御
ま
く
に
か
き
り
、
魔マ

ク苦
と
書コ

レ
ヲ
カ
ク之、

秘ヒ
シ
ト事
云
々
、

右
旗
幕
の
事
、
我
等
家
た
る
の
間
注
之
、
弓
馬

之
儀
ハ
小
笠
原
家
之
儀
候
条
、
不
及
是
非
候
、

文（
一
五
九
五
）

禄
四
年
卯
月
廿
三
日

大
和
三
位
入
道

宗
恕
在
判

へ
リ
入
リ
ノ
事

地
ハ
折
サ
ヒ
也
、
折
様
ハ
右
へ
折
ヘ
シ
、
左
へ
ヲ
ル
ハ
子
細
ア
リ
、
侑
カ
ハ
モ
ヘ

キ
ノ
ク
ミ
又
ハ
黒
ク
ミ
五
分
マ
タ
ラ
ニ
テ
モ
一
ツ
用
、
二
寸
ノ
釘

三
ツ
入
ヘ
シ
、
一
ハ
折
返
タ
ル
所
ヲ
ト
ツ
ル
、
一
ハ
ウ
シ
ロ
ノ
ヒ
タ
ヲ
ト
ツ
ル
、

一
ハ
入
事
ア
リ
、
侍
ノ
キ
ル
モ
ノ
也
、
ワ
ル
ク
ス
レ
ハ
猿
業
ノ

□
着
ニ
似
リ
、

右
條
々
一
覧
候
、
尤
神
妙
候
、
為
證
跡

判
形
者
也
、

文（
一
五
九
六
）

禄
五
年
正
月
十
四
日

大
和
三
位
入
道

（
第
一
六
紙
）

一
尺
之
大
事

夏
殷
周
之
三
代
替
有
之
、
今
軍
枚
所
用
周
之
尺
而
兼

夏
寸
口
傳

十
五
為
尺
周
元

開
元
銭
也
、
表
十
五
円
満
除
一
□
穴
是
欠
盈
之
表
事
、

以
十
五
分
為
八
表
八
卦
也
、
八
寸
之
毎
寸
十
分
八
十
分
也
、
七
十
二
候
ニ
、

加
八
方
是
名
神
尺
口
傳
、
製
時
向
主
之
生
気
或
四
季
相
應
之
方

用
之
口
傳
、

一
旗
調
時
之
作
法
、
軍
神
勧
請
文
与
幕
同
、

一
用
吉
日
方
角
与
幕
同
、

錦
之
御
旗
之
事

一
錦
用
赤
地
一
ハ
ゝ

是
為
主
幅
候
也
、

一
長
一
丈
用
神
尺
五
行
ヲ
重
天
地
也
、

一
手
一
丈
五
尺
五
行
ヲ
三
重
右
ノ
天
地
人
之
三
方
ヲ
合
ス
ル
也
、

手
ハ
苧
縄
左
以
赤
絹
包
之
、
又
縄
左

（
第
一
七
紙
）

小
白
紙
ニ
九
字
并
主
之
名
ヲ
書
シ
テ
、
苧
縄
ニ
巻
、
両
筋
共
ニ
口
傳

一
乳
之
長
五
寸
二
分
但
神
尺

四
寸

舒
而
一
尺
四
分
神
尺
八
寸
廣
一
寸
二
分
神
尺

数
廿
七
但
二
ツ
折
ニ
シ
テ
一
寸
五
分
主
幅
へ
縫
、
表
廿
八
宿
九
ノ
目
ノ

乳
ニ
有
、
割
目
籠
キ
故
也
、
毎
乳

字
ヲ
書
入
、
乳
上
ノ
横
ニ
五

竪
端
ニ
二

一
針
目
面
ハ
馬
歯
継
（
図
）
七

幕
ト
同
シ

※
図
は
写
真
3
参
照

裏
ハ
鳥
足
継
（
図
）
幕
ト
同
シ

走
レ
地
無
レ
如
レ
馬

翔
レ
空
無
レ
如
レ
鳥
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馬
ハ
陰
ニ
シ
テ
歯
ハ
陽
也
、
陰
含
陽
之
象
也
、

鳥
ハ
陽
ニ
シ
テ
足
ハ
陰
也
、
陽
含
陰
之
象
也
、

一
糸
目
左

表
縄
素
、

一
針
目
自
裏
通
面
返
針
忌
之
、

（
第
一
八
紙
）

一
錦
ノ
裁
目
三
分
折
返
シ
テ
縫
針
目
二
ツ
三
ツ
間
ハ
中
ヲ

通
ス
、
錦
両
端
其
侭
也
、

一
錦
之
上
壱
尺
置
テ
円
相
在
之
、
一
旦
一
尺
二
寸
神
尺
也
、
表
ハ
金
、

裏
ハ
銀
、
表
日
光
月
光
、
勝
木
陣
ヲ
以
テ
貼
之
、

一
竿
長
一
丈
三
尺
神
尺
、

太
主
人
ノ
目
通
三
寸
神
尺
、
節
数
不
定
、
除
節
麁
塗
、

蝉
元
糸
巻
勝
木
漆
ヲ
以
テ
堅
之
、
上
ヨ
リ
三
尺
斗
、
下
手
付
銓
在
之
、

一
錦
方
長
一
尺
神
尺
、
廣
五
分
、
数
百
廿
本
一
寸
残
九
寸
ニ
切
之
重
甲
之

数
也
、
星
ノ
光
芒
是
也
、

一
方
小
竿
一
尺
二
寸
神
尺
、
麁
塗
蝉
元
糸
巻
如
本
竿
、

一
小
竿
上
星
象
円
亘
二
寸
三
寸
神
尺
、
巻
頭
長
三
寸
神
尺
、

中
大
刻
逆
ニ
巻
方
、
以
白
苧
結
之
方
乱
下
、
星
之
光
芒
也
、

（
第
一
九
紙
）

一
上
横
竿
錦
ハ
ゝ
一
寸
餘
之
、
蝉
元
同
小
竿
、

一
満
字
金
上
四
寸
下
四
寸
横
四
寸
、
留
一
寸
図
在
左
、

（
図
）
鉄
ニ
テ
細
ク

一
留
緒
右
用
紫
皮
、
紫
ハ
五
色
之
外
也
、
皮
ハ
轉
々
末
象
也
、
随
宜
用
之
、

一
下
重

小
方
長
二
寸
五
分
、
廣
一
分
半
、
数
三
百
六
十
筋
、

表
一
年
星
影
之
象
也
、
是
ハ
金
銀
ノ
薄
紙
也
、

幡
用
八
寸
口
傳
在
之
、

白
旗

一
白
練
絹
但
万
練
一
ハ
ゝ
、

一
長
一
丈
二
尺
神
尺
表
十
二
ケ
月
、

（
第
二
〇
紙
）

一
乳
綿
ト
同
用
白
絹

宿
数
錦
ト
同
、

一
内
々
五
尺

表
五
行

乳
三

錦
ト
同
、

一
手
白
苧
縄
ト
モ
白
絹
ニ
包
、
又
合
ス
ル
也
、
九
字
主
人
名
錦
ト
同
、

一
竿
一
丈
五
尺
神
尺

五
行
三
也
、
表
三
方
手
付
同
錦
、

除
節
不
塗
、
蝉
元
糸
巻

残
木
漆
を
以
堅
之
、

一
内
々
横
等
絹
両
端
一
寸
餘
也
、

一
留
緒
用
紫
皮
義
錦
ト
同
シ
、
錦
旗
白
旗
ニ
立
處
口
傳

関
中
天
子
詔

塞
外
将
軍
令

騎
右
錦

月
日
馬

以
近
身
為
上

   

右
傳
来
之
由
緒
見
幕
奥
書


